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山中竹春さ と政策協定！
　７月２５日、１９万３千筆を超えて署名を集め、４０年
ぶりに横浜市で直接請求を成立させた運動から発展
した「カジノ反対の市長を誕生させる横浜市民の会」
（以下、横浜市民の会）の主催で、「市民のつどい」がお
こなわれました。
　新型コロナ感染症の拡大を受けて入場可能１０００
人の会場を６００人にしぼった開催です。
　政党からは立憲民主党・江田憲司衆院議員（県連最
高顧問）、日本共産党・畑野君枝衆院議員、社会民主
党・森英夫市連副代表、緑の党・石崎大望県本部代
表、新社会党・秋田信弘県本部副委員長が参加して山
中竹春さんへの応援メッセージを送り、市民運動団体
からも支持のメッセージが寄せられ、参加者は、市民と
野党の共同候補誕生を大きな拍手で歓迎しました。

　街頭での活動の合間を縫って、横浜市長選挙予定
候補の山中竹春さんが登壇。参加者からの大きな拍手
で迎えられました。
　「横浜市民の会」の岡田尚代表世話人とともに「市政
運営と政策の基本に関する協定書」への署名をおこな
い、８月２２日投開票で実施される横浜市長選挙に勝
利し、住民自治にもとづく真に市民本位の市政を実現
するために相互に協力し、全力をあげることを確認しま
した。

「会」との政策協定に調印

「自己責任」を終わらせ、新しい市政へ
　政策協定への署名を終えた山中さんは、「みなさんと
一緒に必ず住民自治を取り戻す。コロナ禍で自己責任
が成り立たないことが露呈した。古いしがらみだらけの
政治を続けるのか、開国の地にふさわしいオープンな
柔軟性のある市民の政治を始めるのか。あたらしい横
浜をはじめよう。山中竹春はみなさまと一緒にたたかい
抜きます」と決意表明。
　山中さんが実現に向けて努力する政策は、＜３つの
チェンジ＞（カジノＩＲ推進市政をチェンジ、市民の声に
耳を傾けない市政をチェンジ、自助努力と国・県後追い
の新型コロナ対策をチェンジ）と、＜５つの目標＞（誰も
が享受できる福祉政策、経済・雇用施策、防災に強い
都市づくり、再生可能エネルギーの促進、国際文化交
流の発展と国際平和を発信する施策など）です。（「政
策協定」写しは裏面に掲載）

　「つどい」の最後に「横浜市民の会」から、住民投票
条例直接請求運動からの継続である市長選を「３万を
超える受任者、２０万の署名した市民に徹底的に依拠
しながら『唯一のコロナ専門家、真のカジノ反対候補　
山中竹春さん』を打ち出し、対話を広げよう」と行動提
起しました。

２０万の署名した市民に依拠した市長選に

退出時にガッツポーズで参加者に応える山中竹春予定候補

「政策協定」を掲げる山中竹春さん（右）と岡田尚「会」代表世話人
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市長選勝利をめざす市民のつどい」で
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市民の会街頭宣伝
８月７日（土）１６時～１７時　桜木町駅前

　カジノ反対の市長を誕生させる横浜市民の会
と山中竹春横浜市長予定候補は、市政運営と政
策の基本に関し、以下の内容を合意し、8月22日
投開票で実施される横浜市長選挙に勝利し、住
民自治にもとづく真に市民本位の市政を実現す
るために相互に協力し、全力を傾注することを確
認する。

　山中竹春横浜市長候補は、カジノ反対の市長
を誕生させる横浜市民の会が提示する「『カジノ
反対の市長を誕生させる横浜市民の会』が望む
横浜市長の姿」を受け止め、その趣旨を市政運営
の基礎に位置づけ、次の政策の実現に向けて努
力する。

＜３つのチェンジ＞
１、カジノIR推進市政をチェンジ
　治安の悪化や地域経済の荒廃を招き、市民生
活に有害なカジノを含むIR誘致はただちに撤回
し、事業者選定や関係する予算、機構などを速や
かに停止及び見直すこと。山下ふ頭再開発計画
については、市民や関係者の合意形成により、新
たな社会経済情勢も踏まえた魅力ある事業計画
を再構築すること

２、市民の声に耳を傾けない市政をチェンジ
　住民自治を市政の根幹に貫き、「自治基本条
例」と「常設型住民投票条例」の制定をはじめ、市
民参加と住民自治を促進し、市民の声を施策に
反映する仕組みを拡充すること

３、自助努力と国・県後追いの新型コロナ対策を
チェンジ
　新型コロナウイルス感染症対策について、自助
努力と国・県の後追い姿勢を改め、科学的知見と
客観的データを重視した基礎自治体としての対
策を抜本的に拡充すること。ワクチン接種の促
進、PCR等検査体制の拡充、公衆衛生と医療体
制の拡充、生活と営業の困難に直面する市民・事
業者への支援、エッセンシャルワーカーの適正な
待遇と人材確保などの施策を進めること

＜５つの目標＞
１、困難に直面する市民を見過ごさない、市民誰
もが享受できる医療・福祉・子育て・教育施策を
進めること

２、市民誰もが豊かになれる経済・雇用施策を進
めること

３、情報公開と市民参加を促進し、市民的合意を
重視した安全・快適で災害に強い持続可能な都
市づくりを進めること

４、持続的社会を創造する再生可能エネルギー
への転換促進、緑の保全を推進するなど環境施
策を進めること

５、世界に開かれた国際港都として国際文化交
流の発展と国際平和を発信する施策を進めるこ
と

市 政 運 営 と 政 策 の 基 本 に 関 す る 協 定 書

２０２１年７月２５日　　　横浜市長選挙予定候補
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　カジノ反対の市長を誕生させる横浜市民の会
　　　　　　　　　　代表世話人


